
石 原 和 弘 名誉教授
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昭和 22年 7月 19日 鳥取県淀江町（現米子市）に生まれる

41年 4月 京都大学理学部入学

45年 3月 京都大学理学部地球物理学科卒業

45年 4月 京都大学大学院理学研究科地球物理学専攻修士課程入学

47年 3月 同上 修了

47年 4月 京都大学大学院理学研究科地球物理学専攻博士課程進学

49年 3月 同上 中途退学

49年 4月 京都大学防災研究所助手（附属桜島火山観測所）

平成 2年 4月 京都大学防災研究所助教授（附属桜島火山観測所）

6年 11月 京都大学防災研究所教授

19年 4月 京都大学防災研究所長併任（平成21年3月まで）

24年 3月 定年退職

平成 4年 4月 桜島火山災害危険予測調査検討委員会委員（平成6年3月まで）

8年 4月 鹿児島県離島火山対策検討委員会委員長（平成9年3月まで）

8年 4月 日本火山学会編集委員長（平成10年3月まで）

13年 2月 科学技術・学術審議会委員、同測地学分科会火山部会長

（平成21年1月まで）

13年 8月 富士山ハザードマップ検討委員会委員（平成17年3月まで）

15年 5月 火山噴火予知連絡会副会長

20年 7月 日本火山学会会長（平成22年6月まで）

21年 2月 科学技術・学術審議会測地学分科会臨時委員

（学歴・職歴）

石 原 和 弘 教 授 略 歴

（学会・委員等歴）

― 92 ―



発表年 論文名 発表誌名 共著者

1975 口永良部火山における臨時地震観測結果 京都大学防災研究所年報，第
18号B，pp.53-58

西潔・高山鉄朗

1975 桜島および姶良カルデラ周辺の地殻変動と火
山活動

桜島火山の総合調査報告（昭
和49年12月-昭和50年3

月),pp.19-24

江頭庸夫

1975 桜島火山および姶良カルデラ周辺の地殻変動
と火山活動

自然災害科学総合シンポジウ
ム講演論文集（第12回），

pp.59-360

江頭庸夫

1976 桜島火山の地殻変動について(1) 京都大学防災研究所年報，第
19号B-1，pp.75-80

1976 1976年5月桜島南岳噴火活動の前駆的現象 自然災害科学総合シンポジウ
ム講演論文集（第 13回），

pp.245-246

加茂幸介・江頭庸夫・西
潔

1977 桜島火山の地盤変動と火山活動－1974年前後

の桜島周辺の垂直変動の特徴－

自然災害科学総合シンポジウ
ム講演論文集（第14回），

pp.449-450

江頭庸夫

1977 桜島火山周辺の地盤変動と山頂噴火活動 第2回桜島火山の集中総合観

測（昭和51年11月-12月），

pp.21-27

江頭庸夫

1977 桜島および鹿児島湾周辺における重力の精密
測定

第2回桜島火山の集中総合観

測（昭和51年11月-12月），

pp.45-54

田島広一・井筒屋貞勝・
大島弘光・大川史郎・横
山泉

1977 桜島火山の熱映像の調査研究 噴火予知のための主要活火山
における熱的状態の調査研
究・文部省科学研究費自然災
害特別研究成果自然災害科学
総合研究班A-52-1，pp.129-

153

加茂幸介・江頭庸夫・西
潔

1977 赤外線映像による桜島南岳の地表異常温度域 第2回桜島火山の集中総合観

測（昭和51年11 月-12月），

pp.34-42

加茂幸介・江頭庸夫・西
潔

1978 桜島火山近傍の垂直地殻変動と山頂噴火活動
の関係について

京都大学防災研究所年報 ，第

21号B-1，pp.153-162

江頭庸夫

1979 吉松地震観測所における地震観測(1)－2つの3

点観測網からえられた震源位置の比較－

京都大学防災研究所年報 ，第

22号B-1，pp.35-44

須藤靖明

1980 地盤変動からみた桜島の火山活動 桜島地域学術調査協議会調査
研究報告 ，桜島地域学術調査

協議会，pp.19-28

加茂幸介

石 原 和 弘 研 究 業 績

論 文
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1980 桜島および鹿児島湾周辺における重力の精密
測定

第3回桜島火山の集中総合観

測(昭和53年 10-12月)，pp.34-

40

大島弘光・横山泉・田島
広一

1980 吉松地震観測所における地震観測(2)－1978-

1979年の加久藤カルデラの地震活動－

京都大学防災研究所年報，第
23号B-1，pp.21-28

1980 桜島火山周辺の地盤変動 第3回桜島火山の集中総合観

測(昭和53年10-12月)，pp.16-

21

江頭庸夫

1981 吾妻山周辺における精密重力測定 吾妻火山集中総合観測報告
（1979年10 月），pp.87-91

原田徹・桐野好生・前川
徳光・横山泉

1981 :桜島火山の溶岩流(1)－有史時代の溶岩流の容

積－

京都大学防災研究所年報 ，第

24号B-1，pp.1-10

高山鉄朗・田中良和・平
林順一

1982 吉松地震身観測所における地震観測（3）－震

源近傍で観測された先行傾斜変化－

京都大学防災研究所年報，第
25号B-1，pp.11-22

1982 桜島火山周辺の地盤変動 第4回桜島火山の集中総合観

測（昭和55年10-12月），

pp.19-21.

江頭庸夫・中村貞美

1982 桜島南岳の最近の山頂噴火活動 火山，第27巻，pp.141-142

1982 桜島および鹿児島湾周辺における重力の精密
測定

第4回桜島火山の集中総合観

測（昭和55年 10-12月） ，

pp.39-45

横山泉・前川徳光・田島
広一

1983 火山の爆発過程における噴煙および火山ガス
の放出について

京都大学防災研究所年報，第
26号B-1，pp.1-7

井口正人・加茂幸介

1983 火山弾の飛跡の解析－放出速度と爆発圧力に

ついて－.

京都大学防災研究所年報，第
26号B-1，pp.9-21

井口正人・加茂幸介

1984 樽前火山における精密重力測定（1983年） 主要活火山の集中総合観測報
告--有珠山第2回（1982年），

樽前山第1回（1983）--，

pp.171-175

渡辺秀文・前川徳光

1984 玄武岩質溶岩流のシミュレーション－1983年

三宅島溶岩流への適用－

火山，第29巻，S242-S252 井口正人・加茂幸介

1984 数値計算による1983年三宅島溶岩流の再現 京都大学防災研究所年報，第
27号B-1，pp.1-14

井口正人・加茂幸介

1984 噴出物調査 9-1. 1983年三宅島噴火による阿古

地区溶岩流の考察－溶岩流のsimulation－

昭和58年10月3日三宅島噴火
および災害に関する調査研
究・文部省科学研究費
(No.58022004)，pp.191-198

加茂幸介・井口正人
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1985 Dynamical analysis of volcanic explosion. Jour. Geodyn., Vol.3, pp.327-

349

1985 桜島火山の溶岩流（2）－大正溶岩流のシミュ

レーション－

京都大学防災研究所年報，第
28号B-1，pp.1-11

井口正人・加茂幸介

1985 山頂噴火による岩塊の放出速度 火山体の物理場の比較研究に
よる噴火災害予測・科学研究
費補助金自然災害特別研究

(1)研究成果報告書(昭和59年

度)(研究課題番号59020001)，

pp.34-36

井口正人

1985 火山体の物理的場の比較研究による噴火災害
予測 2. 地殻変動

火山体の物理場の比較研究に
よる噴火災害予測・科学研究
費補助金自然災害特別研究(1)

研究成果報告書(昭和59年

度)(研究課題番号 59020001)，

pp.13-17.

1986 地盤変動連続観測で捕捉された山頂噴火の前
駆現象

京都大学防災研究所年報，第
29号B-1,pp.1-12

加茂幸介

1986 桜島火山山頂噴火に伴なう歪および傾斜変化
（山頂噴火の前駆現象）

日本火山学会化学的手法によ
る噴火予知ワーキンググルー
プニュース，第2号，pp.1-5

1986 桜島および鹿児島湾周辺における重力の精密
測定

第5回桜島火山の集中総合観

測（昭和57年 10-12月），

pp.33-40

横山泉・前川徳光・田島
広一

1986 火山の爆発機構-Vulcano 式噴火に伴う諸現象

の特性-

文部省科学研究費自然災害特
別研究成果・火山噴火に伴う
乾燥粉体流（火砕流等）の特
質と災害，pp.213-223

加茂幸介

1986 火山爆発に伴う空気振動の観測 第5回桜島火山の集中総合観

測（昭和57年10-12月），

pp.131-138

井口正人・田平誠

1986 最近桜島火山で発生した小型火砕流 文部省科学研究費自然災害特
別研究成果・火山噴火に伴う
乾燥粉体流（火砕流等）の特
質と災害，pp.129-135

加茂幸介

1988 数値計算による1986年伊豆大島溶岩流の再現 火山，第33巻，S64-S76 井口正人・加茂幸介

1988 1986年伊豆大島溶岩流のシミュレーションの再検
討－噴火中の地形変化の影響について－

京都大学防災研究所年報，第
31号B-1，pp.75-87

井口正人・加茂幸介

1988 観測坑道を用いた精密総合観測 火山，第33巻，pp.109-111
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1988 :桜島および鹿児島湾周辺における重力の精密

測定

第6回桜島火山の集中総合観

測（昭和60年10月-12月）・
全国主要火山の集中総合観
測， 47-53.

宮町宏樹・横山泉・田島
広一・沢田宗久

1988 地球物理学的観測による桜島火山のマグマ溜
りおよび火道の推定

京都大学防災研究所年報，第
31号B-1，pp.59-73

1989 Prediction of Summit Eruption by Tilt and Strain

Data at Sakurajima Volcano, Japan

Proceedings Kagoshima

International Conference on

Volcanoes 1988，pp.207-210

1989 地盤変動連続観測による山頂噴火の直前予知 鹿児島国際火山会議論文集
1988，pp.197-200

1989 桜島および鹿児島湾周辺における精密重力測
定

第7回桜島火山の集中総合観

測（昭和63年10月-12月）・
全国主要火山の集中総合観
測， pp.33-39

沢田宗久・大久保修平・
植木貞人・宮町宏樹・前
川徳光

1989 インフラソニック波による火山噴火のモニ

ター

鹿児島国際火山会議論文集
1988， pp.523-526

田平誠・井口正人

1989 火山体の変形，表面活動と火山性地震発生の
関係1-微小地震の群発現象について-

京都大学防災研究所年報，第
32号B-1，pp.1-11

井口正人

1989 Numerical Simulation of Lava Flows at Sakurajima Proceedings Kagoshima

International Conference on

Volcanoes 1988, pp.479-482

Iguchi, M., Kamo,K.

1989 桜島の溶岩流の模擬計算 鹿児島国際火山会議論文集
1988， pp.468-471

井口正人・加茂幸介

1990 爆発的噴火に伴う地震動・空気振動の比較研
究－桜島火山と諏訪之瀬島火山の比較－

京都大学防災研究所年報，第
33号B-1，pp.1-12

井口正人

1990 伊豆大島1986年，1987年噴火に伴い愛知県刈
谷市で観測されたインフラソニック波

火山，第35巻，pp.11-25 田平誠・鵜飼悦子

1990 Geophysical Significance of the 1988-1989

Explosize Eruptions of Mt. Tokachi Hokkaido

Japan

Bulletin of the Volcanological

Society of Japan Second

Series，Vol.35, pp.175-203

Okada, H., Nishimura, Y.,

Miyamati, H., Mori, H.

1990 :マグマの貫入、噴出に伴う微小地震の群発現
象

日本火山学会化学的手法によ
る噴火予知ワーキンググルー
プニュース，第6号，pp.1-4

1991 ):雲仙火山眉山及び周辺の地盤変動調査 雲仙火山眉山の地学的・土質
工学的環境の基礎的調査研
究・文部省科学研究費補助金
総合研究（A）（課題番号

02306028）研究成果報告書

（平成2年度），36-41.

江頭庸夫・西潔・加茂幸
介
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1991 :雲仙火山眉山の土地傾斜分布図の作製 雲仙火山眉山の地学的・土質
工学的環境の基礎的調査研
究・文部省科学研究費補助金
総合研究（A）（課題番号

02306028）研究成果報告書

（平成2年度），pp.42-47

加茂幸介・井口正人

1992 )雲仙火山山頂部における傾斜の多点共同観測. 雲仙岳溶岩流出の予知に関す
る観測研究，文部省科学研究
費研究成果報告書，pp.43-49

清水洋・他

1992 雲仙火山地域における精密重力測定 雲仙岳溶岩流出の予知に関す
る観測研究，文部省科学研究
費研究成果報告書（平成3年

度） ，pp.60-72

植木貞人・清水洋・宮町
宏樹・須藤靖明・前川徳
光・渡辺秀文・浜口博之

1993 雲仙火山の溶岩の噴出率と地盤の変形速度か
ら推定されるマグマの供給率について

京都大学防災研究所年報，第
36号B-1，pp.219-230

1993 地盤変動からみた雲仙岳のマグマシステム マグマの発生と挙動--地球進

化における役割--・文部省科

学研究費重点領域研究(領域

番号232)研究成果報告書(平成

5年度)，75-77.

1994 雲仙火山山頂部における傾斜の多点共同観測
（2）

雲仙岳溶岩ドームの形成と崩
落に関する総合的観測研究・
科学研究費研究成果報告書
（平成4-5年度）（課題番号

04302030），pp.11-16

山科健一郎・他

1994 :雲仙普賢岳の噴火活動に伴う地盤変動 雲仙岳溶岩ドームの形成と崩
落に関する総合的観測研究成
果報告書（平成4-5年度）

加茂幸介・他

1994 :雲仙火山地域における精密重力測定（2） 雲仙岳溶岩ドームの形成と崩
落に関する総合的観測研究，
科学研究費研究成果報告書，
pp.54-63

植木貞人・清水洋・宮町
宏樹・須藤靖明・前川徳
光・渡辺秀文・浜口博之

1994 Infrasonic and Seismic Detection of Explosive

Eruptions at Sakurajima Volcano，Japan and the

Pegasas-VE Early-Warning System

U.S. Geological Survey Bulletin,

Volcanic Ash and Aviation

Safety: Proceedings of the

International Symposium on

Volcanic Ash and Aviation

Safety，pp.357-365

Kamo, K., Tahira, M.

1994 インドネシアMerapi火山の噴火機構に関する
研究（序報）

京都大学防災研究所年報, 第

37号B-1, pp.157-170

加茂幸介・井口正人・
チェチェップ ウィン
ピー・スバンドリヨ・ス
ハルノ・ラドモプルボ1995 インドネシアSemeru火山の火山性地震・微動 京都大学防災研究所年報,

38B-1, pp.173-182

井口正人・グデ スアン
ティカ・スクヒャール

1995 Characteristic non-down-dip-extensional

intermediate-depth earthquakes immediately

beneath the volcanic front in South Kyushu, Japan

Geophys. Res. Lett. Vol.22,

pp.1905-1908

Iguchi, M., Tatsumi,Y.
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発表年 論文名 発表誌名 共著者

1995 Study on eruption mechanism at a Decade Volcano:

Sakurajima, Japan

Per. Mineral., Vol.64, pp.37-38 Iguchi,M.

1995 地盤変動からみた雲仙火山のマグマ供給シス
テム

雲仙岳における火山体構造探
査の事前調査研究(文部省科

学研究費報告書, pp.53-57

加茂幸介・他

1995 GPS測量による雲仙火山のマグマ溜りの推定 火山,第 40巻, pp.43-51 西 潔・加茂幸介・小野

博尉・森 済

1995 ：桜島および鹿児島湾周辺における精密重力
測定

第8回桜島火山の集中総合観

測（平成3年10～4年3月）,

pp.37-44

大島弘光・前川徳光・植
木貞人・沢田宗久

1996 ：インドネシア・グントール火山における地

震活動

京都大学防災研究所年報, 第
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